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このビラや市政へのご意見をお寄せください。

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
の
ホ
ー
ム
新
設
工
事

今年度の委員会所属が決まりました

　

昨
年
５
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
ホ
ー
ム
新
設
工
事

を
本
格
的
に
始
め
ま
し

た
。
今
年
度
は
ホ
ー
ム
の

設
備
、
西
口
の
新
改
札
、

乗
り
換
え
通
路
の
工
事
を

し
、
来
年

の
春
に
は

使
用
で
き

る
予
定
で

す
。
総
事

ホッ

トコーナー

　

今
年
１
月
か
ら
難

病
指
定
が
増
や
さ
れ
ま

し
た
。
受
給
者
数
は

約
１
０
０
万
人
か
ら

１
２
０
万
人
に
拡
大
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
か
ら

約
１
９
０
疾
患
を
選

定
し
、
最
終
的
に
は

約
３
０
０
疾
患
、
約

１
５
０
万
人
が
対
象
と

な
る
見
通
し
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
議

会
で
難
病
指
定
を
増

や
す
こ
と
は
良
い
事

だ
が
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
医
療
費
が
、
無

料
か
ら
有
料
に
な
る
こ

と
は
問
題
だ
と
取
り

上
げ
ま
し
た
。
月
額

２
５
０
０
円
、
年
間

３
万
円
の
負
担
が
で
き

な
い
世
帯
が
出
て
い
ま

す
。

　

小
児
慢
性
疾
患
で

も
、
医
療
費
の
自
己
負

担
が
、
市
民
税
非
課
税

の
世
帯
は
無
料
か
ら
有

料
に
な
り
、
重
症
認
定

患
者
も
無
料
か
ら
有
料

に
な
り
ま
す
。 

　

政
府
は
他
の
制
度
と

の
公
平
性
を
理
由
に
無

料
を
認
め
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
の
負
担
だ
け

で
な
く
入
院
で
も
在
宅

で
も
、
看
護
や
目
を
離

せ
な
い
状
況
も
あ
り
、

介
護
の
負
担
も
か
か
り

ま
す
。
安
倍
政
権
の
政

治
は
弱
い
人
に
よ
り
負

担
を
求
め
る
も
の
で
、

増
え
た
医
療
費
分
を
軽

減
で
き
る
減
免
制
度
の

導
入
な
ど
必
要
で
す
。

中
村
れ
い
子

47

難
病
の
医
療
費
負
担
が

　
　
　
　
増
や
さ
れ
る

５
月
議
会
は
、
役
員
選
挙
の
議

会
で
す
。
市
議
選
挙
後
は
各
会

派
の
結
成
が
さ
れ
、
人
数
に
応

じ
て
控
室
が
決
ま
り
ま
す
。
日

本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は

３
人
か
ら
４
人
に
増
や
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
控
室
も

少
し
広
い
４
年
前
ま
で
い
た
部

屋
に
移
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
６
月
議

会
に
向
け
、
代
表
質
問
な
ど
議

会
準
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

中
村
れ
い
子
の
所
属

総
務
・
消
防
常
任
委
員
会

史
跡
整
備
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

農
業
委
員
会

業
費
は
、
約
47
億
２
千
万

円
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
国
・

市
が
３
分
の
１
づ
つ
負
担

し
ま
す
。

  

ホ
ー
ム
の
昇
降
式
柵
の

導
入
を
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
神

戸
駅
で
の
昇
降
式
ホ
ー
ム

柵
の
試
験
運
用
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
本
格
導
入

を
判
断
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
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市会議員

中村れい子 市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時〜昼 12時まで
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毎月、第 2土曜日です

今
年
は
中
学
校
社
会
科
の

　
　
　
　
教
科
書
採
択

新
名
神
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
高
槻
か
ら
東
側
の
計
画

　

新
名
神
の
高
槻
・
神
戸

間
は
、
来
年
度
完
成
予
定

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

　

文
部
科
学
省
の
教
科
書

検
定
の
結
果
、
中
学
校
社

会
科
の
教
科
書
は
地
理
４

社
、
歴
史
８
社
、
公
民
７

社
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
育

鵬
社
、
自
由
社
の
教
科
書

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
育

鵬
社
の
教
科
書
に
は
、「
集

団
的
自
衛
権
を
『
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
』
と
解

釈
を
変
え
る
べ
き
だ
と
い

う
主
張
」
を
紹
介
し
、
憲

法
を
変
え
る
こ
と
の
必
要

性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

他
社
の
教
科
書
も
文
部
科

学
省
の
強
い
指
導
で
、
平

和
主
義
の
記
述
は
後
退
し

て
い
ま
す
が
、
憲
法
９
条

に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
記

述
し
て
い
ま
す
。

　

教
科
書
は
、
調
査
員
の

報
告
に
基
づ
き
、
選
定
委

員
会
の
答
申
に
よ
っ
て
教

育
委
員
会
が
採
択
し
ま

す
。
学
校
の
意
見
、
研
究

団
体
の
意
見
、
市
民
ア
ン

ま
す
。
特
に
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
の
工
事
が
さ
れ
て

い
る
日
吉
台
の
演
習
橋
付

近
は
、
伏
見
柳
谷
線
や
、

火
葬
場
に
行
く
道
路
も
変

更
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る

た
め
に
大
変
な
状
況

で
す
。
今
ま
で
に
も

工
事
中
の
環
境
問
題

や
、
車
両
の
出
入
り

な
ど
議
会
で
質
問
し

て
き
ま
し
た
が
、日
々

変
わ
る
風
景
に
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
。

山
が
削
ら
れ
、
農
地
が
な

く
な
り
、
上
を
見
れ
ば
高

速
道
路
が
何
本
も
あ
り
、

工
事
中
も
で
す
が
、
完
成

し
て
か
ら
も
、
騒
音
や
大

気
の
測
定
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
住
環
境
を
守

る
た
め
に
議
会
で
こ
れ
か

ら
も
と
り
上
げ
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

　

八
幡
・
高
槻
間
の
計

画
は
、
地
元
説
明
会
が

２
０
１
３
年
１
月
か
ら
始

ま
り
、
五
領
地
区
で
の
動

植
物
調
査
、
大
気
観
測
、

磐
手
地
区
で
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
は
い
わ
て
地

区
で
動
植
物
調
査
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
が
実
施
さ

れ
、
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
に

よ
る
地
元
協
議
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
篳
篥

（
ひ
ち
り
き
）
用
ヨ
シ
の

生
育
に
関
す
る
調
査
は
引

き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
ま

す
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

た
く
さ
ん
提
出
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
教
科
書
の

展
示
を
し
ま
す
の
で
、
見

に
行
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

教
育
セ
ン
タ
ー

６
月
10
日
か
ら
７
月
10
日

中
央
図
書
館

６
月
10
日
か
ら
７
月
10
日

▶
名
神
と
新
名
神
を
つ
な
ぐ
現
在

　
工
事
中
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

▲新名神の完成イメージ図


